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社員の「健康」を重視しながら若手の指導に活躍

所 在 地　　北九州市門司区

業　　種　　製造業（電気機器）

事業内容　　電気機器、施設案内板等の製造

設 立 年　　昭和23年

従業員数　　62人（うち65歳以上の従業員数 16人）

高齢者雇用制度
　定年60歳（希望者全員65歳まで再雇用。以降も、
　意欲がある限りはアルバイトとして継続雇用）

株式会社西日本電機器製作所

高齢者雇用の背景

高齢者雇用に係る取り組み

シニアが持つ豊かな経験
　当社はJRや地下鉄などの案内板、これらを制御する電気機器などを製造する会社です。
　電気配線など経験が求められる仕事が多く、シニア社員が持つ豊かな経験はなくてはならないものと
なっており、現在62人いる社員のうち16人が65歳以上です。

青木久義代表取締役から

　当社が製造する製品は信号など人命にかかわるものも多く、間違いのない仕事が求められます。
これらを製造する人材については慎重に育成したいと考えています。そのような中で、社員が長年
培ってきた知識や技術はかけがえがないものです。これからも、高齢従業員の健康に配慮し、シニア
社員が持っている知識や技術の伝承がスムーズにできる体制を作っていきたいです。

長年の経験を生かして若手を育成
　高齢従業員は従前と同じ職場で「スペシャリスト」として従事し、定年時に課長以上であった従業員は

「指導員」として、若手社員に対する指導を行っています。また、社内で実施する資格取得の研修会ではこれら
シニアスタッフが講師として指導に当たっています。このような取り組みにより、若手従業員の技術向上に
つながり、社全体の品質向上に寄与しています。

健康あってこその戦力
　高齢従業員が社内で活躍していくためには、健康に特に
留意する必要があります。
　青木社長はこの思いから、5年前に社員全員の前で「会社
が従業員の健康管理に積極的に関与する」と宣言。定期健
康診断結果に基づき従業員へ受診を勧めることに加えて、
定期健康診断時に、腫瘍マーカー検査を会社負担で実施す
ることとしました。
　現在まで、高齢者の方が早期発見により大事に至らずに
済んでいます。

ひ と こ と

長い経験に基づく確かな仕事ぶり

座って作業ができるラインを開発し体への負担を軽減

所 在 地　　北九州市小倉南区

業　　種　　製造業（食品）

事業内容　　焼き菓子等の製造

設 立 年　　昭和32年

従業員数　　246人（うち65歳以上の従業員数 22人）

高齢者雇用制度
　定年60歳（希望者全員70歳まで継続雇用）

株式会社七尾製菓

高齢者雇用の背景

高齢者雇用に係る取り組み

できるだけ長く一緒に会社を支えてほしいとの思いから
　当社は創業以来、家族的な雰囲気のなか次々と新商品を開発し成長してきました。ずっと一緒に会社を
支えてきた従業員には、できるだけ長く働いてほしいとの考えから定年後も70歳までは働いてもらうこと
としています。従業員246人のうち、65歳以上の方は22人います。

従業員の瀬口さん（67歳）から

　バリ取り作業が座ってできるよう改善していただき作業が楽になりました。社員を大事に思ってく

れる、また家族的な雰囲気を持つ当社でこれからもがんばってできるだけ長く働いていきたいです。

高齢従業員による若手への指導
高齢従業員に対しては、「製造班長」や「アドバイザー」などの役職者は従前の職のまま再雇用しています。

このような方には若手の技術指導もお願いしており、技術の継承がスムーズにできています。また、若手
従業員のお母さん的存在でもあり、仕事以外の相談を持ちかけられることも。世代を問わず家庭的雰囲気
の中で仕事ができることを喜んでおり、定着促進に役に
立っています。

座って作業するラインの開発
　当社で製造する主力商品の一つに「太鼓せんべい」が
あります。この製造過程にせんべいのふちを切り取り形を
整える「バリ取り」と呼ばれる工程があり、ここに丁寧な
作業に定評がある高齢従業員を配置しています。従来
は、立って作業を行っていたため、腰痛を訴える従業員が
出てきました。そこで、この製造ラインの高さを下げ、座って
作業できるようにしました。

これにより、高齢従業員が今まで以上に仕事を続ける
ことができるようになりました。

ひ と こ と

太鼓せんべいの製造ライン


